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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

予
算
以
外
の
議
案

議
員
の
視
点
か
ら

Ｑ　
牧
之
郷
駅
周
辺
整
備
事
業
、
土

地
の
購
入
費
８
８
２
万
円
で
、
計
画

に
沿
っ
た
道
路
を
設
置
と
い
う
こ
と

だ
が
、
進
捗
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ　
現
在
、
ま
だ
２
名
の
方
と
交
渉

が
成
立
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
来
年
度
も
交
渉
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
日
向
地
区
の
防
災
公
園
に
つ
い

て
、
次
年
度
、
防
災
棟
の
設
計
に
入

る
と
い
う
こ
と
で
、
用
地
購
入
や
整

備
工
事
、
造
成
工
事
も
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
道
路
の
工
事
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
公
園
整
備
も
含
め
て
防
災
エ
リ

ア
内
の
部
分
、
そ
れ
と
下
流
側
の
駐

車
場
や
公
園
の
管
理
棟
部
分
を
先
に

考
え
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
関
係
で
先
に
道
路
を

入
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
新
中
学
校

の
開
校
に
合
わ
せ
て
、
防
災
エ
リ
ア

の
防
災
棟
と
か
造
成
の
ほ
う
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
包
括
的*
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て
、
行
財
政
改
革
の
観

点
か
ら
す
る
と
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
が
一
般
的
に
目
的
と
さ
れ
る

が
、
６
７
０
０
万
円
の
予
算
は
、
今

年
度
の
人
件
費
と
比
較
し
て
コ
ス
ト

削
減
に
な
る
の
か
ど
う
か
。

Ａ　
人
件
費
に
委
託
料
の
上
乗
せ
分

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
職
員
の
業
務

を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
、
そ
の
空

い
た
と
こ
ろ
で
本
来
の
業
務
を
行
え

ま
す
の
で
、
コ
ス
ト
削
減
は
将
来
的

に
は
徐
々
に
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、

今
現
在
す
ぐ
に
と
い
う
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
主
要
事
業
の
児
童
待
合
所
創
出

事
業
に
つ
い
て
、
修
善
寺
南
小
学
校

と
中
伊
豆
小
学
校
以
外
の
学
校
は
ど

う
な
の
か
。

Ａ　

*

マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
人
材
確
保
や
学
校

の
ほ
う
の
人
的
支
援
の
や
り
く
り
の

様
子
を
伺
い
な
が
ら
、
で
き
れ
ば
す

べ
て
の
小
学
校
で
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

＊
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
外
部
委
託

＊
マ
ン
パ
ワ
ー
と
は
、
人
手
・
労
働
力

討
　
　
論

【
賛
成
討
論
】波

多
野　
靖
明　
議
員

　
新
中
学
校
建
設
工
事
、
松
原
公
園

津
波
避
難
複
合
施
設
整
備
、
新
ゴ
ミ

処
理
場
建
設
、
防
災
的
機
能
を
備
え

た
仮
称
日
向
公
園
の
工
事
、
防
災
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
牧
之
郷
駅
周
辺

整
備
事
業
、
中
伊
豆
温
泉
病
院
移
転

な
ど
の
大
型
事
業
に
大
き
く
関
わ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
、
し
ば
ら
く
は
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
地
域

課
題
の
迅
速
な
解
決
、
執
行
部
の
健

全
な
財
政
運
営
と
取
組
み
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
ま
す
。
伊
豆
市
の
明
る

い
開
け
た
未
来
へ
の
予
算
と
な
る
よ

う
期
待
し
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

杉
山　
誠　
議
員

　
こ
の
予
算
は
、
人
口
減
少
抑
制
策

と
と
も
に
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し

た
施
策
、
そ
し
て
、
安
定
的
な
市
政

運
営
の
た
め
の
財
源
確
保
策
と
市
民

生
活
の
利
便
性
向
上
や
業
務
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
重
点
事
業
と
し
て
最
初
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
少
子
化
対
策
の
中
身
を
見

て
も
、
当
市
の
最
大
課
題
で
あ
る
少

子
化
対
策
へ
の
注
力
が
見
ら
れ
、
次

代
を
見
据
え
た
新
規
事
業
も
数
多
く

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
を
守
る
持
続
可
能
な
市
政
運

営
の
た
め
、
こ
の
予
算
を
い
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　第２次総合計画の重点事業

○ 令和 4 年度の予算で提案された主な新規事業

◦ 少子化対策と次代を担う人材の育成
　　… 出会い・婚活支援事業　児童待合所創出事業　など
◦ 安全で心地よい生活環境の創出
　　… 要支援者災害時避難事業　生活習慣病重症化予防事業　など
◦ 産業力の強化
　　… 大平中間土壌整備事業　東京 2020 レガシー創出事業　など
◦ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上
　　… I

伊 豆 キ ャ ン
zuCamp.c

どっと混む
omProject 修善寺拠点創出事業　など

◦ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保
　　… 民間宅地開発等支援事業　運転経歴証明書発行手数料助成事業　など
◦ 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持
　　… 包括的アウトソーシング事業　公共施設の解体・跡地活用検討事業など

　持続可能な市政運営に向けて

○「市民と共有したいありたい姿」を意識した予算編成

全会計　325 億 3200 万円の予算を可決
（一般会計：214 億 3000 万円）

1. 本格的な人口減少社会の到来に向けた戦略的対応
　・加速する人口減少を抑制するための施策の推進
　・人口減少が進む中においても都市機能を維持するための施策の推進

2. 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持
　・収納率* の向上や「稼ぐ力」の強化による安定的な財源の確保

・事務事業の見直しやデジタル技術の活用による市民生活の利便性向上
や業務の効率化　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の２本柱
＊収納率とは市に収める税金等の割合
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

市
内
視
察
レ
ポ
ー
ト

そ
　
の
　
他

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
萬
城
の
滝
キ
ャ
ン

プ
場
）

　
３
月
31
日
ま
で
市
が
運
営
し
て

い
た
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

Ｑ　
㈱
Ｒリｅ
Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ
と
も
う
１

社
か
ら
地
権
者
や
萬
城
の
滝
で
活

動
さ
れ
て
い
る
地
元
の
団
体
の

方
々
へ
の
事
業
提
案
に
対
し
、
㈱

Ｒ
ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
ど
の
よ
う
に
し

て
賛
同
を
得
た
の
か
。

Ａ　
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
方
に
事
業

提
案
を
し
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
選

択
と
し
て
㈱
Ｒ
ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
方

が
賛
同
者
が
多
く
、
㈱
Ｒ
ｅ
Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｐ
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

条
　
　
例

 
◆
ふ
る
さ
と
伊
豆
市
寄
附
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
第
２
次
伊
豆
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
あ
わ
せ
寄
附
金
の
用

途
を
改
め
る
改
正
を
行
う
も
の
。

Ｑ　
改
正
後
は
高
齢
者
を
支
援
す

る
寄
附
金
と
と
ら
れ
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
へ
の
寄
附
金
の
使
い
道

に
読
み
取
れ
な
い
の
で
文
章
を
変

更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
総
合
計
画
の
体
系
と
合
わ
せ

る
た
め
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
表
現
に

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
柔
軟
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ　
こ
の
改
正
で
は
、
観
光
に
つ

い
て
事
業
区
分
を
明
記
し
て
更
な

る
寄
附
額
の
増
加
を
狙
う
と
説
明

を
受
け
た
が
、
具
体
策
は
あ
る
か
。

Ａ　
条
例
に
観
光
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
宿

泊
事
業
者
の
方
な
ど
が
、
宿
泊
客

に
観
光
を
選
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

な
取
組
み
に
よ
っ
て
、
更
な
る
寄

附
額
の
増
加
が
見
込
め
、
観
光
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

討
　
　
論

【
賛
成
討
論
】

青
木　
靖　
議
員

　
萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
を
民
間

事
業
者
の
管
理
に
移
行
す
る
た
め

に
、
平
成
29
年
７
月
の
静
岡
県

「
ふ
じ
の
く
に
施
設
紹
介
フ
ェ
ア
」

で
10
社
と
面
談
、
平
成
元
年
10
月

に
国
土
交
通
省
主
催
の
「
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
支
援
」
に
参
加

し
10
社
の
内
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定

管
理
者
の
実
績
が
あ
る
３
事
業
者

と
交
渉
を
行
い
、
２
社
か
ら
事
業

提
案
を
受
け
た
。
地
権
者
を
は
じ

め
地
元
住
民
へ
の
事
業
説
明
で
理

解
が
得
ら
れ
た
㈱
Ｒ
ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

社
を
条
例
に
基
づ
き
公
募
に
よ
ら

な
い
候
補
者
の
選
定
で
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
も
の
で
、
補
助
金

事
業
の
処
分
制
限
期
間
が
終
わ
る

３
年
間
の
指
定
で
あ
り
理
解
で
き

る
。

討
　
　
論

【
賛
成
討
論
】浅

田　
藤
二　
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
伊
豆
市
へ
の
リ
ピ
ー

タ
ー
づ
く
り
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
納
税
返
礼
品
の
９
割
以
上
を
し

め
る
宿
泊
券
を
扱
う
旅
館
な
ど
の

宿
泊
施
設
と
連
携
を
と
り
、
商
工

会
や
農
協
な
ど
に
も
参
画
し
て
い

た
だ
く
市
内
全
域
で
使
え
る
商
品

券
な
ど
も
宿
泊
券
と
セ
ッ
ト
で
返

礼
品
に
加
え
れ
ば
、
宿
泊
業
だ
け

で
な
く
、
飲
食
業
や
土
産
物
店
、

農
業
や
水
産
業
に
至
る
ま
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
、
更
な
る
地

域
へ
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と

考
え
ま
す
。

　

税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
で
、
歳

入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
ふ

る
さ
と
納
税
は
今
後
も
増
加
が
見

込
め
る
貴
重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。

　
目
標
10
億
円
の
達
成
と
さ
ら
な

る
自
主
財
源
の
獲
得
に
期
待
し
賛

成
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和４年３月定例会で、議会は次の議案を全会一致で可決・同意しました
件　　名

予算

令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第 12 回）
令和３年度伊豆市公共用地取得事業特別会計補正予算（第１回）
令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）
令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）
令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）
令和４年度伊豆市一般会計予算
令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会計予算
令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算
令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度伊豆市介護保険特別会計予算
令和４年度伊豆市水道事業会計予算
令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算
令和４年度伊豆市温泉事業会計予算
令和４年度伊豆市下水道事業会計予算
令和４年度伊豆市７財産区特別会計予算　( ※ )

条例

伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について
伊豆市使用料金等審議会条例の一部改正について
伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について
伊豆市消防団条例の一部改正について
伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について
伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について
伊豆市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

その他

公の施設の指定管理者の指定について（修善寺自然公園）
公の施設の指定管理者の指定について（恋人岬関連施設）
公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）
市道路線の認定について

人事
伊豆市教育長の任命について
伊豆市教育委員会委員の任命について
伊豆市固定資産評価審査委員会委員の選任について

諮問 人権擁護委員候補者の推薦について

議員発議 ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに日本政府への影響対策の徹底実施を求める
決議　※ P12 に掲載

※７財産区…持越、市山、門野原、吉奈、月ヶ瀬、田沢、矢熊
※議長（小長谷順二）は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。

令和４年度伊豆市一般会計・特別会計・企業会計予算　　※１万円未満は切り捨て

会　計　名 ４年度予算額 ３年度予算額 比　　較
一　　般　　会　　計 214 億 3000 万円 218 億 6900 万円 △ 4 億 3900 万円

特
別
会
計

公共用地取得事業 84 万円 1890 万円 △ 1806 万円
国民健康保険 41 億 3800 万円 40 億 7400 万円 6400 万円
後期高齢者医療特別会計 5 億 900 万円 4 億 7500 万円 3400 万円
介護保険特別会計 38 億 1400 万円 37 億 3700 万円 7700 万円
7 財産区特別会計 829 万円 872 万円 △ 43 万円

企
業
会
計

水道事業会計 8 億 55 万円 7 億 6291 万円 3763 万円
簡易水道事業会計 2 億 192 万円 2 億 1533 万円 △ 1341 万円
温泉事業会計 9750 万円 9058 万円 691 万円
下水道事業会計 15 億 197 万円 14 億 6324 万円 3873 万円
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
　
〜 

市
政
を
問
う 

〜

① （仮称）日向公園整備事業
② 「IzuCamp.com（伊豆キャンどっと混む）Project」
③ 牧之郷駅周辺整備事業
④ 文学の郷づくり関連事業
⑤ 新中学校整備事業
⑥ 狩野川記念公園遊具更新事業

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
担
当
す
る
分
野
ご
と
に
、
市
内
を
ま
わ
っ
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
視
察
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
所
管
事
務
調
査

狩野川記念公園 ⑥

校内いたるところに雨漏り跡が…
児童生徒のために早く改修すべきだったのでは？

中伊豆中学校　熊坂小学校（雨漏り・トイレ環境）

造成工事が始まり、具体的な
イメージが浮かんできました。

新中学校建設予定地 ⑤

複合施設　春風会ふらっと月ヶ瀬

柿木最終処分場

雨漏りがひどく、屋内
スポーツの聖地として
の整備が望まれます。

狩野ドーム
　& 狩野グラウンド

地域の皆さんと観光客とのふれあいの場にも
上の家―文学の郷構想と施設活用 ④

防災・観光・産業・都市計画総務経済委員会 １／ 13１／ 13１／ 18１／ 18教育・衛生・福祉教育厚生委員会

地域共生社会のモデルとして、こども園、授産施設、
デイケアまでそろった複合施設。隣にはカフェも併設
されています。

当初予算
主要事業

令和 4 年度

新中学校建設地南側
約 4.9ha の敷地

現地で説明を受けました。

防災公園
建設予定地 ①

令和４年度開通予定地、
河津 IC ～逆川 IC 間の工事現場を視察

伊豆縦貫道
湯ヶ島 IC 予定地（浄蓮の滝駐車場）
～道路工事建設状況

県補助事業「観光地域づくり整備計画」にて、
景観スポットとして夜間照明が整備されました。

ジオサイト
旭滝（ライトアップ）

令和５年末に向けて、
開発整備工事が進む現地を視察

牧之郷駅周辺整備 ③

萬城の滝キャンプ場 ②
指定管理者の指定が予定され
る現地を視察しました。

焼却場で出た焼却灰を埋め
立て、水質検査を経て安全
を確認しています。

伊豆市の入口にあたる狩野川記念公園。
遊具施設もあり、子どもと一緒に楽しめる憩いの
場です。

さかさがわ

伊豆市議会だより 72号 伊豆市議会だより 72号
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

質 問
Question

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う

３月定例会では、10名の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約してお知らせします。録画配信へ

／ 鈴木　正人　議員 質 問
Question ／ 杉山　武司　議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
日
本

で
確
認
さ
れ
て
か
ら

３
年
、
今
や
第
６
波

に
よ
る
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
渦
中
に
あ
り
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
無
い
様
々
な
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
局
面
の
行
政
経
営
の
か
じ
取
り
を

問
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
化
の
遅
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
何

が
必
要
な
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
き
っ
か
け
に
組
織
と
し
て
力
を

つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

コ
ロ
ナ
対
応
が
組
織
力
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た

　
日
本
の
社
会
で
は
、
関
係
者
に

合
議
、
説
明
、
同
意
を
得
る
等
の
根
回
し

を
欠
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
は
、

こ
れ
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
、つ
ま
り
、

仕
事
の
仕
方
や
私
た
ち
自
身
の
も
の
の
考

え
方
を
変
え
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
問
題
を
そ
の
時
々
の
局
面
に
応
じ
て
、

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
状
況
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
職
員
一
人
一
人
の
潜
在
能
力
が
発
揮

で
き
、
組
織
力
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
事
業
に
つ
い
て

市 

長
総
務
部
長

動画はこちら

コロナ禍における行政経営を問う市政運営における「生産性革命」とは

一
般
質
問
　
〜 

市
政
を
問
う 

〜

　

今
定
例
会
の
施
政

方
針
演
説
に
て
、
市

長
は
「
伊
豆
市
の
『
生

産
性
革
命
』
に
着
手

す
る
こ
と
が
私
の
目

指
す
施
政
の
方
針
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
こ
こ
で
い
う
「
生
産
性
」
と
は
市
政

運
営
に
お
い
て
何
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、「
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

の
生
産
性
を
高
め
た
結
果
と
し
て
、
人
口

減
少
対
策
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
た
が
、『
生
産
性
革
命
』
の
観
点

か
ら
説
明
願
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
着
実
に

執
行
す
る
こ
と
で
す

市 

長　
伊
豆
市
の
人
口
減
少
対
策
は
、

人
口
減
少
抑
制
戦
略
と
適
応
戦
略
の
両
輪

を
回
す
こ
と
で
、
総
合
計
画
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
、
人
口
減
少
対
策
と
い
う

目
的
を
達
成
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
総

合
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
着
実
に
執
行
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
産
性
を
高
め
る
こ

と
で
す
。

　
生
産
性
と
は
、
産
業
政
策
で
は
、
市
内

経
済
の
引
上
げ
効
果
、
教
育
政
策
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
満
足
度
、
ま
た
、
職
員
の

や
り
が
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
も
生
産
性
の
範は

ん
ち
ゅ
う疇
と
捉
え
て
い
ま

す
。

動画はこちら

質 問
Question ／ 黒須　淳美　議員心のバリアフリーを「やさしい日本語」から

　

静
岡
県
も
普
及
に

努
め
て
い
る
「
や
さ

し
い
日
本
語
」。
外
国

人
に
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
簡
単
に
し
た

日
本
語
の
こ
と
で
災
害
時
な
ど
に
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
と
考
え
出
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
外
国
人
の
み
な
ら
ず
教
育
、

福
祉
、
観
光
な
ど
様
々
な
場
で
役
立
つ
と

考
え
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
、
市
職
員
に
お
け
る
研
修
実

施
の
経
緯
と
現
状
の
活
用
状
況
、
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

幅
広
い
層
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
重

要
で
す

産
業
部
長　
県
主
催
の
研
修
会
に
職
員

が
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
東
京

２
０
２
０
大
会
で
来
訪
者
を
お
迎
え
す
る

自
治
体
職
員
と
し
て
、「
や
さ
し
い
日
本

語
」
を
学
ぶ
こ
と
、
多
様
性
と
調
和
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
、
幅
広
い
層
へ
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
実
施
し
ま
し
た
。
研
修
参

加
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
広
報
紙
や
案
内

文
書
の
作
成
、
窓
口
・
電
話
対
応
に
役
立

っ
て
い
ま
す
が
、
研
修
参
加
の
職
員
が
限

ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

が
全
庁
的
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
　
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
稼
働
と

４
月
施
行
予
定
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
」
に
つ
い
て
・

伊
東
修
善
寺
線
道
路
拡
幅
工

事
に
つ
い
て

動画はこちら

質 問
Question

教
育
長

／ 浅田　藤二　議員部活動について

　

中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、
教
員
の

多
忙
な
業
務
、
地
域

の
指
導
者
の
指
導
力

向
上
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
に
い
れ
て
将
来
ど
う
あ
る
べ

き
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
外
部
コ
ー

チ
に
つ
い
て
、
競
技
団
体
に
委
託
す
る
お

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

部
活
動
の
意
義
を
効
果
的
に
果
た
す

体
制
を
つ
く
り
ま
す

　

文
部
科
学
省
で
も
部
活
動

指
導
員
と
い
う
制
度
を
つ
く
り
、
外
部
の

指
導
者
と
連
携
し
な
が
ら
部
活
動
の
目
指

す
意
義
を
効
果
的
に
果
た
す
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
中
学

校
で
、
外
部
の
方
に
コ
ー
チ
を
お
願
い
し

て
い
る
部
活
動
で
は
、
顧
問
と
協
力
し
て

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
は
学

校
管
理
下
の
活
動
で
す
の
で
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
は
、
地
域
等
と
の
連
携
に
よ

り
指
導
計
画
や
生
徒
の
引
率
等
を
含
め
た

持
続
可
能
な
指
導
体
制
と
し
て
、
部
活
動

指
導
員
制
度
の
検
討
も
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
　

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い

て
・
食
育
に
つ
い
て

動画はこちら

答答

答

答

QR コードを読み取る
アプリをダウンロードし
てご利用ください。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

アンドロイドアンドロイド

カメラアプリを起動して
QR コードを画面に入れ、
読み込みのコードが出たら
タップしてご利用ください。

iPhoneiPhone

アイフォンアイフォン

　ＱＲコードを読み取ると、議員の一般質問の様子を動画で見ることができます。
各議員の欄の左下にあるＱＲコードを読み取ってください。それぞれ一般質問の
録画を視聴することができます。

パソコンパソコン

からご覧ください。
検索伊豆市議会  ライブ中継
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議
を
可
決
　
ほ
か

質 問
Question ／ 杉山　誠　議員脱炭素に向けた取り組みをいかに進めますか 質 問

Question ／ 波多野　靖明　議員コロナ渦の小中学校の行事・授業について

質 問
Question ／ 星谷　和馬　議員美術館建設について 質 問

Question ／ 鈴木　優治　議員伊豆市公共施設再配置計画（素案）について

質 問
Question ／ 小川　多美子　議員耕作放棄地解消の一助として 質 問

Question ／ 三田　忠男　議員太陽光発電設置の際自然との調和を守ろう

　
脱
炭
素
と
は
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
で
す
。
今
後
、
官
民
一
体
の
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
も
市
長
の
意
思

表
示
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

民
、
事
業
者
、
教
育
現
場
で
の
啓
発
や
、

公
共
施
設
へ
の
再
エ
ネ
導
入
な
ど
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

伊
豆
市
と
し
て
の
戦
略
策
定
は
必
要

と
考
え
ま
す

市
長
・
市
民
部
長　
地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
い
て
伊
豆
市
と
し
て
の
戦
略
を
策
定

す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
市

長
と
し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
意
思

表
明
に
つ
い
て
重
く
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
来
年
度
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
脱
炭
素
に
向
け

た
施
策
が
明
確
に
な
っ
た
後
、
定
例
記
者

会
見
で
公
表
し
ま
す
。来
年
度
の
取
組
は
、

家
庭
用
蓄
電
池
設
置
の
補
助
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

教
育
長　
教
育
現
場
で
は
、
小
学
校
の

総
合
的
な
学
習
や
、
中
学
校
の
社
会
科
や

理
科
の
授
業
で
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
脱
炭
素
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
国
際
的
な
課
題
と
し
て

授
業
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
は
可
能
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他 

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け

た
観
光
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
み

　

コ
ロ
ナ
が
流
行
し

て
早
２
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
社
会
で
は
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
と
し
て
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
ん
で
い
ま
す
。
学
校

の
中
で
も
様
々
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
感
染
、
濃
厚
接
触
で
休
ん
で
い

る
生
徒
に
ど
の
様
な
対
応
を
さ
れ
ま
し
た

か
。

②
学
校
生
活
に
充
実
感
を
持
た
せ
る
た
め

学
校
行
事
を
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
か
。子ど

も
た
ち
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に

教
育
長
　
①
の
休
ん
で
い
る
児
童
生

徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
朝
の
会
へ
の
参
加
や
、
端
末
で
の

ド
リ
ル
学
習
を
行
っ
た
学
校
が
あ
り
ま

す
。
感
染
し
て
し
ま
っ
た
児
童
生
徒
は
健

康
状
態
の
回
復
を
最
優
先
し
、
学
校
に
復

帰
し
て
か
ら
も
個
々
に
応
じ
た
心
の
ケ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

②
の
学
校
行
事
へ
の
取
り
組
み
は
、
規
模

を
縮
小
し
て
で
き
る
限
り
実
施
し
、
修
学

旅
行
も
市
内
宿
泊
や
日
帰
り
な
ど
代
替
措

置
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
内
容
等
を

工
夫
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い
に

も
応
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
　
消
防
団
の
施
設
環
境
と
優

遇
措
置
に
つ
い
て
・
伊
豆
市

の
玄
関
口
、
修
善
寺
駅
と
周

辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

動画はこちら 動画はこちら

　

美
術
館
は
、
文
化

を
広
め
る
観
光
資
源

で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
修
善
寺
温
泉
の

活
性
化
、
繁
栄
を
も

た
ら
し
ま
す
。
美
術
品
は
、
郷
土
資
料
館

が
閉
館
し
て
６
年
間
も
公
開
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
美
術
館
建
設
に
向
け
て
調
査
・
研

究
・
課
題
は
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
後
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

課
題
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す

産
業
部
長　
市
所
蔵
美
術
品
を
は
じ
め

文
化
的
資
産
を
活
用
し
観
光
と
連
携
す
る

こ
と
は
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
建
設
に
は
そ
の
規
模
や
財

政
負
担
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

教
育
部
長　
課
題
の
一
つ
で
あ
る
運
営

コ
ス
ト
は
、
市
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
美
術
館
機
能
の
分
散
や
集
約
を

含
め
た
規
模
と
、
既
存
の
施
設
も
含
め
た

場
所
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
所
蔵
美
術
品
を
見
て
い
た
だ

け
る
展
示
機
能
を
出
来
る
だ
け
早
く
確
保

し
、
美
術
館
建
設
に
向
け
て
実
現
可
能
な

規
模
や
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。そ

の
他
　
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　

今
般
全
員
協
議
会

に
伊
豆
市
公
共
施
設

再
配
置
計
画
（
素
案
）

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
の
抱

え
る
問
題
点
の
代
表
的
な
も
の
が
公
共
施

設
の
見
直
し
と
再
編
で
あ
る
と
承
知
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
以
下
３
点
に
つ
い
て
市
長
に
答

弁
を
求
め
ま
す
。

①
公
共
施
設
再
配
置
の
重
要
度
。

②
多
く
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
所
感
は
？

③
借
地
の
解
消
策
の
方
向
性
は
？

最
重
要
課
題
と
し
て
お
り
ま
す

総
務
部
長　
①
今
後
、
全
て
の
公
共
施

設
を
更
新
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
第
２

次
総
合
計
画
の
重
点
目
標
「
将
来
に
わ
た

る
安
定
的
な
行
財
政
運
営
の
堅
持
」
の
達

成
に
向
け
、
重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
以
前
の
施
政
方
針
で
も
、
最
重
要

課
題
と
し
て
お
り
ま
す
。

②
将
来
の
安
定
的
な
行
財
政
運
営
の
堅
持

の
た
め*

コ
ス
ト
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い

公
共
施
設
の
再
配
置
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
、
借
地
で
も

存
続
や
民
営
化
と
し
た
施
設
は
、
積
極
的

に
土
地
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
考
え
で

す
。

＊
コ
ス
ト
イ
ン
パ
ク
ト
と
は
、

経
費
に
与
え
る
影
響

動画はこちら 動画はこちら

　
「
高
齢
に
な
っ
て
耕

作
が
出
来
な
い
」、「
鳥

獣
に
よ
る
作
物
被
害

が
酷
い
」
な
ど
の
理

由
で
農
業
か
ら
遠
ざ

か
る
人
が
増
え
、
市
内
に
は
多
く
の
耕
作

放
棄
地
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
農
業
を
希
望
す
る

人
が
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
花
や
花

木
を
植
え
る
等
、
観
光
の
目
玉
に
な
る
よ

う
に
荒
廃
地
を
緑
化
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す

産
業
部
長　

休
耕
地
に
花
や
花
木
を

植
え
る
こ
と
は
、
景
観
醸
成
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
観
光
の
目
玉
に
な
り
得
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事
業
に
は

継
続
性
が
重
要
で
あ
り
、
景
観
等
を
維
持

管
理
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
必
要
で
す
。
遊

休
農
地
対
策
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
含
め
て

観
光
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
は
、
新

し
い
観
光
地
域
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り
で

あ
る
伊
豆
市
版*

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
そ
の
も
の

で
あ
り
、
こ
の
事
業
の
中
核
主
体
で
あ
る

伊
豆
市
産
業
振
興
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

＊
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
と
は
市
内
に
あ
る
観
光
資

源
の
開
発
や
販
売
、
広
報
等
の
支
援
を
行

う
事
業

　

伊
豆
市
総
合
計
画

の
中
で
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の

取
組
の
推
進
、
景
観

計
画
の
見
直
し
と
景

観
重
点
地
区
の
拡
充
」
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、（
仮
称
）
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
Ｃ
．
Ｃ
．
太
陽
光
発
電
所
建
設
事
業
の

進
捗
状
況
と
伊
豆
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
如
何
に
住
民
に
寄
り
添
い
、
情
報
を

市
民
と
共
有
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
情
報

を
公
開
し
て
い
ま
す

建
設
部
理
事　

本
件
に
関
す
る
市
の

再
エ
ネ
条
例
上
の
手
続
と
し
て
は
事
前
相

談
の
段
階
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
権
利
や
利
益
を
害
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
公
表
で
き
ま
せ
ん
。
市
の

再
エ
ネ
条
例
に
お
い
て
事
業
者
は
、
地
元

や
近
隣
関
係
者
に
対
し
て
事
業
に
係
る
十

分
な
説
明
を
行
い
、
良
好
な
関
係
を
保
持

す
る
こ
と
と
明
記
し
て
お
り
、
事
業
者
自

ら
住
民
へ
の
周
知
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
に
関
す
る

情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
　
伊
豆
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
状
況
と
そ
の
結
果
の
影
響
に

つ
い
て
、
対
策
の
現
状
と
課
題

動画はこちら 動画はこちら

答答

答答

答答
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6
月
定
例
会
の
予
定

6
月
定
例
会
の
予
定

場　

所　

本
庁
2
階　

議
場

時　

間　

午
前
9
時
30
分
〜

６
月
３
日
（
金
） 

議
案
上
程

	

７
日
（
火
） 

一
般
質
問

	

８
日
（
水
） 

一
般
質
問

	

９
日
（
木
） 

一
般
質
問

	

14
日
（
火
） 

議
会
質
疑

		


・
委
員
会
付
託

	
28
日
（
火
） 

委
員
長
報
告

		


・
討
論
・
採
決

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

議
会
傍
聴
・
視
聴
に
つ
い
て

　

３
月
15
日
、
伊
豆
市
議
会
は
発
議
第

１
号
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
非
難
す
る
と
と
も
に
日
本
政
府
へ

の
影
響
対
策
の
徹
底
実
施
を
求
め
る
決

議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

決
議
文
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

 　

ま
た
、
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、

日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支
部
を
通
じ
た

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
受

付
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
伊
豆
市
議
会

議
員
互
助
会
か
ら
10
万
円
の
支
援
金
を

送
り
ま
し
た
。

ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに
日本政府への影響対策の徹底実施を求める決議

　去る２月 24日、ロシアは、ウクライナへの侵略を開始し、ウ
クライナの主権及び領土の一体性を侵害した。このようなロシア
の行動は、人道・戦争・侵略に対する国際法の深刻な違反であり、
武力行使の禁止を定めた国連憲章の重大な違反である。また、核
戦力をもって他国を威嚇することは、世界で唯一の戦争被爆国と
して断じて許すことができない。
　伊豆市議会は、ロシアのウクライナへの軍事進攻を厳重に抗議
するとともに強く非難し、ロシア軍の攻撃の停止とロシア国内へ
の即時撤退を強く求める。
　日本政府には、ウクライナに在住する邦人の安全確保に全力を
尽くすとともに、国際社会とも連携し、制裁を含め、事態に迅速
かつ厳格な対応を行うことを求める。また、ウクライナからの避
難民に対する人道支援を早期かつ柔軟に行い、ロシアへの経済制
裁に伴う国内への様々な影響対策に万全を尽くすよう求める。
　以上、決議する。

　令和 4年 3月 15日　　　　　　　　　　　
静岡県伊豆市議会

　

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
現
在
、
感
染
症
対

策
の
た
め
、
議
場
内
で
傍
聴
で
き
る
人

数
を
14
人
ま
で
に
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
生
中
継
と
録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ど
ち

ら
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
傍
聴
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

　
　

０
５
５
８-

７
２-

９
９
０
６

（
議
会
事
務
局
）

　
議  

会  

発  

議

6
月
定
例
会

　
　委
員
会
の
予
定

6
月
定
例
会

　
　委
員
会
の
予
定

場　

所　

本
庁
２
階　

委
員
会
室

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～

６
月
16
日
（
木
） 

総
務
経
済
委
員
会

　
　

17
日
（
金
） 

教
育
厚
生
委
員
会

編
集
後
記

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

発
令
中
に
行
わ
れ
た
３
月
定
例

会
は
、
議
場
に
入
る
人
数
を
減

ら
す
な
ど
感
染
防
止
に
万
全
を

期
し
、
気
を
遣
い
な
が
ら
の
議

会
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
の
編
集
作

業
で
し
た
が
、
議
会
広
報
委
員

会
で
は
、
少
し
で
も
読
者
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

紙
面
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

皆
様
の
議
会
に
対
す
る
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
委
員　

杉
山　

誠

YouTube で配信中 検索伊豆市議会議会報告会 12
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